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す
」
と
苦
労
を
語
る
。

　

市
教
委
は
剣
道
の
実
施
２
年
目
よ

り
、
各
校
に
外
部
指
導
者
を
配
置
し
た

が
、
人
材
不
足
の
た
め
、
１
校
当
た
り

６
時
間
分
し
か
配
分
で
き
ず
、
１
年
、

２
年
に
振
り
分
け
る
と
、
各
学
年
が
専

門
的
に
学
べ
る
の
は
わ
ず
か
３
時
間
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
４
年
前
か
ら
外
部
指

導
者
の
配
置
も
困
難
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
小
井
教
頭
は
、
修
行
年
数
28

年
の
少
林
寺
拳
法
の
経
験
者
で
あ
る
。

少
林
寺
拳
法
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
２

０
０
９
年
度
よ
り
、
文
部
科
学
省
の
中

学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
た
地
域
連
携

指
導
実
践
事
業
に
応
募
。
近
隣
地
区
で

共
同
運
営
し
て
い
る
笠
岡
市
矢
掛
町
中

学
校
組
合
立
小
北
中
学
校
に
お
い
て
、

岡
山
県
少
林
寺
拳
法
連
盟
副
理
事
長
の

馬
場
辰
巳
氏
と
と
も
に
、
少
林
寺
拳
法

の
授
業
を
展
開
（
月
刊
「
武
道
」
２
０

１
２
年
２
月
号
参
照
）。
ま
た
、
少
林

寺
拳
法
連
盟
の
武
道
必
修
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
を
務
め
、
日
本
武
道
館
と
少

林
寺
拳
法
連
盟
が
共
催
す
る
中
学
校
武

道
授
業
指
導
法
研
究
事
業
や
全
国
指
導

者
研
修
会
に
も
研
究
者
・
講
師
の
立
場

で
参
加
し
て
い
る
（
月
刊
「
武
道
」
２

い
」。
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
に

笠
岡
市
立
金
浦
中
学
校
に
赴
任
し
た
小

井
寿
史
教
頭
は
、
当
時
の
様
子
を
そ
う

振
り
返
る
。
１
回
50
分
の
剣
道
授
業
で

は
、
防
具
の
着
脱
に
多
く
の
時
間
を
取

ら
れ
て
、
実
質
的
な
指
導
に
充
て
る
時

間
は
限
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
年
間
８
時

間
程
度
の
授
業
数
で
剣
道
の
歴
史
か
ら

礼
法
や
基
本
動
作
、
簡
単
な
試
合
ま
で

こ
な
す
と
な
る
と
、
生
徒
が
達
成
感
を

味
わ
え
る
よ
う
な
授
業
に
す
る
の
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

金
浦
中
学
校
の
ベ
テ
ラ
ン
保
健
体
育

科
の
藤
井
学
教
諭
も
「
剣
道
の
授
業
を

教
師
一
人
で
や
る
の
は
大
変
難
し
い
で
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２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
度
か
ら
の

中
学
校
武
道
必
修
化
に
あ
た
っ
て
、
笠

岡
市
で
は
、
市
内
公
立
中
学
校
で
剣
道

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
校
に
竹

刀
と
剣
道
具
（
防
具
）
が
提
供
さ
れ
、

保
健
体
育
科
教
師
が
授
業
を
実
施
し
て

い
た
。

「
せ
っ
か
く
の
武
道
授
業
な
の
に
、
こ

れ
で
は
生
徒
が
達
成
感
を
得
ら
れ
な

　

笠
岡
市
立
金
浦
中
学
校
で
は
、
２
０
１
７
年
に
赴
任
し
た
小お

井い

寿ひ
さ

史し

教

諭
（
現
教
頭
）
が
、
剣
道
に
加
え
て
少
林
寺
拳
法
の
授
業
を
開
始
し
た
。

小
井
教
頭
は
、
２
０
０
９
年
に
笠
岡
市
内
の
中
学
校
で
少
林
寺
拳
法
の
授

業
を
実
施
し
て
お
り
、
少
林
寺
拳
法
連
盟
の
武
道
必
修
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
委
員
で
も
あ
る
。
お
よ
そ
10
年
間
の
授
業
実
践
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
構
築
し
た
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
な
ど
を
活
用
し
て
少
林
寺
拳
法
を
理

解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
生
徒
が
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
自
ら
考
え
る
主
体

的
な
学
び
に
つ
な
げ
る
授
業
で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
本
誌
記
者
の
取
材
を
も
と
に
、
金
浦
中
学
校
に
お
け
る
生
徒
主

体
の
少
林
寺
拳
法
授
業
を
紹
介
す
る
。

　

つ
ま
ず
き
を
ど
う
克
服
し
た
か
㉗

　
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
な
ど
を
通
し
て
主
体
的
な
学
び
に
つ
な
げ
る
少
林
寺
拳
法
の
授
業
）

岡
山
県
笠
岡
市
立
金
浦
中
学
校

０
１
５
年
７
月
号
参
照
）。

　

小
井
教
頭
に
は
、
学
習
指
導
要
領
に

記
さ
れ
て
い
る
「
生
き
る
力
の
涵か

ん

養よ
う

」

や
道
徳
教
育
が
目
指
す
「
道
徳
性
の
育

成
」
が
、
少
林
寺
拳
法
の
理
念
と
一
致

す
る
こ
と
か
ら
、
少
林
寺
拳
法
を
多
く

の
学
校
授
業
に
取
り
入
れ
た
い
と
い
う

思
い
が
強
く
あ
っ
た
。「
今
の
ま
ま
で

は
、
日
本
は
国
力
が
劣
化
の
一
途
を
辿た

ど

っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
子
ど

も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
育
を
施
す
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
で
、
少
林
寺
拳
法
は

そ
の
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る
。
教
員

の
や
る
気
次
第
で
な
ん
と
か
な
る
」。

小
井
教
頭
に
は
、
確
た
る
自
信
と
意
欲

が
あ
っ
た
。

　

小
井
教
頭
の
上
申
に
対
し
、
学
校
長

は
、
す
ぐ
に
理
解
を
示
し
た
。
た
だ

し
、
市
教
委
の
方
針
を
考
慮
し
て
、
剣

道
と
と
も
に
少
林
寺
拳
法
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
小
井
教
頭
が
今
ま
で
の

知
見
を
も
と
に
単
元
計
画
（
資
料
１
）

を
作
成
。
保
健
体
育
科
教
師
２
名
と
と

も
に
授
業
を
実
施
す
る
体
制
を
つ
く

り
、
２
０
１
８
年
度
よ
り
、
１
・
２
年

生
で
剣
道
と
と
も
に
少
林
寺
拳
法
を
開

始
し
た
（
３
年
生
は
剣
道
の
み
を
実

施
）。
教
頭
と
し
て
授
業
全
体
を
統
括

し
な
が
ら
保
健
体
育
科
教
諭
２
名
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
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少
林
寺
拳
法
の
授
業
は
ど
ん
な
内
容

な
の
か
。
本
誌
記
者
は
、
２
年
、
１
年

の
順
で
７
・
８
時
間
目
の
授
業
を
取

材
。
体
育
館
で
２
ク
ラ
ス
合
同
・
男
女

共
修
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
た
。

⑴
２
時
間
通
し
の
授
業

　

小
井
教
頭
は
授
業
に
必
ず
講
話
を
取

り
入
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
少
林
寺

拳
法
の
教
え
は
学
習
指
導
要
領
や
道
徳

教
育
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
一
致
し
て
い

る
と
考
え
る
小
井
教
頭
に
と
っ
て
、
こ

の
講
話
は
必
須
項
目
で
あ
る
。
し
か

し
、
授
業
の
「
導
入
」（
点
呼
、
本
時

の
目
標
）
と
「
ま
と
め
」（
自
己
評
価

シ
ー
ト
へ
の
振
り
返
り
の
記
入
な
ど
）

に
多
く
の
時
間
が
か
か
る
た
め
、
こ
れ

に
講
話
を
入
れ
る
と
「
展
開
」
の
時
間

は
30
分
に
も
満
た
な
い
。
そ
の
た
め
、

授
業
は
２
時
間
通
し
て
実
施
（
途
中
休

少林寺拳法の理念を講話する小井教頭 笠岡市立金浦中学校
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憩
を
含
む
）し
、「
導
入
」と「
ま
と
め
」

を
一
緒
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

　

実
施
時
期
は
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上

旬
に
か
け
て
、
計
４
回
、
８
時
間
の
授

業
が
行
わ
れ
た
。
ち
な
み
に
剣
道
の
授

業
は
、
少
林
寺
拳
法
の
単
元
終
了
後
に

行
う
と
い
う
。

⑵
授
業
を
公
開

　

ま
た
、
授
業
は
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

と
し
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
取
材
当
日

も
６
名
の
保
護
者
が
見
学
に
訪
れ
、
岡

山
県
内
の
少
林
寺
拳
法
指
導
者
が
視
察

に
来
て
い
た
。
前
回
の
授
業
で
は
、
笠

岡
市
長
と
教
育
長
が
視
察
し
、
そ
の
模

様
は
市
長
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
ア
ッ
プ
さ

れ
た
。

⑶
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
よ
る
演
武
撮
影

　

記
者
が
体
育
館
に
入
る
と
、
忙
し
く

数
十
台
の
パ
ソ
コ
ン
型
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
準
備
す
る
女
性
が
目
に
入
っ
た
。

最
終
回
と
な
る
こ
の
日
に
は
、
演
武
発

表
会
に
代
わ
っ
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
っ
て
演
武
を
撮
影
す
る
と
い
う
。

生
徒
が
演
武
動
画
を
サ
ー
バ
ー
上
に
保

存
し
、
後
日
教
師
が
そ
れ
を
視
聴
し
て

評
価
す
る
。
女
性
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
サ
ポ

ー
ト
の
た
め
に
笠
岡
市
教
育
委
員
会
か

ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
井
谷
美
穂
氏
で
あ

っ
た
。
授
業
で
は
、
生
徒
た
ち
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
模
範
演
武
の
動
画

を
視
聴
し
た
り
、
自
分
た
ち
の
演
武

を
撮
影
す
る
。
す
で
に
前
回
の
授
業

で
、
生
徒
は
演
武
を
撮
影
し
て
い
る
。

「
生
徒
た
ち
は
う
ま
く
撮
影
を
し
て
い

ま
す
。
保
存
方
法
を
教
え
る
と
、
う
ま

く
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
今
時
の

子
ど
も
は
デ
ジ
タ
ル
に
慣
れ
て
い
ま
す

ね
」
と
井
谷
氏
は
話
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
笠
岡
市
が
２

０
１
９
年
９
月
に
市
内
の
中
学
校
に
配

置
し
た
も
の
で
、
金
浦
中
学
校
に
は
40

台
が
導
入
さ
れ
た
。
支
援
員
の
役
割
の

一
つ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
授
業
に
効
果

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
教
員
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
。
一
昨
年
か
ら
金
浦
中

学
校
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
井
谷
氏
が
積

極
的
に
教
員
と
連
携
を
図
っ
て
く
れ
る

お
陰
で
、
生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

興
味
を
示
し
、
数
学
、
理
科
、
社
会
、

英
語
を
は
じ
め
、
多
く
の
教
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
教
科
で
授
業
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

少
林
寺
拳
法
の
授
業
で
も
演
武
を
撮

影
し
、
そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
単
位
で
視
聴

し
話
し
合
う
こ
と
で
、
よ
り
完
成
度
の

高
い
演
武
に
仕
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
導
入
を
決
定
し
た
。

　

少
林
寺
拳
法
の
授
業
で
は
、
グ
ー
グ

ル
が
教
育
機
関
向
け
に
提
供
し
て
い
る

ク
ラ
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
、classroom

を
使
用
し
て
い
る
（
具
体
的
な
内
容
は

後
述
）。

⑷
指
導
体
制

　

２
年
生
の
授
業
は
、
底
冷
え
す
る
体

育
館
で
、
素
足
の
男
女
生
徒
77
名
が
短

パ
ン
、
体
育
着
姿
で
元
気
に
授
業
を
受

け
て
い
た
。

　

授
業
者
は
小
井
教
頭
が
行
い
、
保
健

体
育
科
の
藤
井
教
諭
、
谷
川
さ
つ
き
教

諭
、
外
部
指
導
者
の
馬
場
氏
が
補
佐
に

ま
わ
っ
て
い
た
。
小
井
教
頭
と
馬
場

氏
と
は
10
年
来
、
と
も
に
授
業
を
し
て

き
た
。「
前
回
も
ビ
デ
オ
撮
影
を
行
い

ま
し
た
が
、
そ
の
動
画
を
見
な
が
ら
生

徒
た
ち
は
自
主
的
に
改
善
を
加
え
て
い

き
ま
し
た
。
授
業
で
は
、
安
全
を
心
が

け
て
、
礼
、
作
法
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
」。
馬
場
氏
は
笑
顔
で
そ
う
語
っ
た
。

　

こ
の
日
は
小
井
教
頭
が
中
心
と
な
り

授
業
を
展
開
し
た
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
前
半
で
は
谷
川
教
諭
が
授
業
を
受
け

持
っ
た
。
評
価
は
、
少
林
寺
拳
法
を
専

門
と
し
な
い
藤
井
教
諭
、
谷
川
教
諭
が

行
う
と
の
こ
と
だ
。

金浦中が導入しているクラス管理システムclassroomの画面 小井教頭による模範

資料１　令和元年度１・２年生　保健体育　武道（少林寺拳法）単元計画
単元指導計画

次 時 主たる学習活動・内容
評価の観点

評価（評価の方法）
関 思 技 知

一
１
・
２

・礼法・作法の練習。

・音楽のリズムに合わせて基本動作
の練習をする。

・講話「武の本質」を聞く。

○

○

○

○相手を尊重し、伝統的な行動の仕
方ができる。【関心・意欲・態度】

○音楽のリズムにあわせて楽しみな
がら基本動作の練習ができる。【関
心・意欲・態度】

○「武の本質」を学び、自分の言葉
でまとめることができる。【知識・
理解】

　（生徒が自己評価シートに記入す
る本時の振り返りとまとめ、教師
の観察に評価の方法とする。）

二
３
・
４

・講話「大切なものを守るために」
を聞く。

・基本となる技の練習をする。 ○

○ ○「大切なものを守るために」を学
び、自分の言葉でまとめることが
できる。【知識・理解】

○技のポイントに応じた動作ができ
ている。【技能】

　（生徒が自己評価シートに記入す
る本時の振り返りとまとめ、教師
の観察に評価の方法とする。）

三
５
・
６

・講話「自分と相手が共に上達する
ために」を聞く。

・ＰＣを活用した練習

○

○

○「自分と相手が共に上達するため
に」を学び、伝統的な考え方をと
り入れ、積極的にグループ学習が
できる。【関心・意欲・態度】

○技や演武のポイント、安全上の留
意点を考え、グループで教え合う
ことができる。【思考・判断】

　（生徒が自己評価シートに記入す
る本時の振り返りとまとめ、教師
の観察に評価の方法とする。）

四
７
・
８

・ＰＣを活用した練習

・講話「君は生きのびることができ
るか」を聞く。

○

○ ○基本となる技の攻防を用いて演武
ができる。【技能】

○少林寺拳法の授業で学んだことを
現在や将来の自分の生活にどう生
かすかを考えることができる。【思
考・判断】

　（生徒が自己評価シートに記入す
る本時の振り返りとまとめ、技能
の評価、審判の仕方の評価は、生
徒用・教師用の演武採点シートを
評価の方法とする。）

　【評価の観点】　関＝関心、意欲、態度　　思＝思考、判断
　　　　　　　　技＝技能　　知＝知識、理解
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⑸
演
武
を
視
聴

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
ス
ク
リ
ー
ン
に

は
本
時
の
目
標
が
掲
示
さ
れ
た
。
目
標

は
「
相
手
の
動
き
に
応
じ
た
攻
防
が
で

き
る
」。
小
井
教
頭
は
演
武
の
ポ
イ
ン

ト
と
と
も
に
「
一
つ
一
つ
動
く
の
で
は

な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
よ
う
に
」
と

注
意
点
を
あ
げ
た
。

　

演
武
の
ゴ
ー
ル
・
イ
メ
ー
ジ
を
摑つ

か

む

た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
全
員
が
模

範
演
武
を
視
聴
。
演
武
は
、
相
手
の
動

き
を
受
け
て
返
し
技
を
出
す
守し

ゅ

者し
ゃ

１
名

と
相
手
を
攻
め
る
攻こ

う

者し
ゃ

２
名
の
計
３
名

で
行
わ
れ
る
。
は
じ
め
に
守
者
の
動
き

に
合
わ
せ
て
合
掌
礼
を
行
っ
た
後
、
守

者
１
名
は
、
攻
者
２
名
と
攻
防
す
る
。

守
者
は
、
攻
者
１
が
摑つ

か

ん
で
き
た
と
こ

ろ
を
少
林
寺
拳
法
の
抜
き
技
で
あ
る

「
輪わ

抜ぬ
き

」
で
躱か

わ

し
、
攻
者
２
の
上
段
突

を
受
け
て
蹴
り
返
す
「
外そ

と

受う
け

蹴げ
り

」
を
決

め
て
残
心
。
最
後
も
合
掌
礼
を
し
て
終

了
と
な
る
。

　

守
者
は
た
と
え
不
利
と
も
思
え
る
状

況
で
も
果
敢
に
対
応
し
て
い
く
。
そ
ん

な
演
武
の
構
成
だ
。
こ
れ
に
は
、
勇
気

を
持
っ
て
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
け

る
よ
う
育
っ
て
ほ
し
い
と
の
小
井
教
頭

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

⑹
準
備
運
動
①

　

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
に
よ
る
基
本
練
習

　

次
に
基
本
動
作
の
反
復
練
習
が
行
わ

れ
た
。
小
井
教
頭
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

っ
て
模
範
を
示
し
な
が
ら
実
技
は
進

む
。

　

こ
こ
で
「
さ
あ
、『
九く

九く

』
を
言
い

な
が
ら
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
小
井
教

頭
。
生
徒
は
声
を
そ
ろ
え
て
「
１イ

ン
イ
チ

×
１

＝が

１イ
チ

」「
１イ

ン
ニ
 

×
２
＝が

２ニ

」
…
と
、
か
け

算
を
言
い
な
が
ら
テ
ン
ポ
よ
く
「
上
段

突
」
を
始
め
た
。
こ
れ
は
、
二
つ
の
課

題
を
同
時
に
課
す
「
デ
ュ
ア
ル
タ
ス

ク
」。
少
林
寺
拳
法
の
動
作
を
行
い
な

が
ら
計
算
を
行
う
こ
と
で
、
脳
内
を
活

性
化
さ
せ
る
。「
突
き
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
答
え
を
発
す
る
こ
と
で
、
脳
を
活
性

化
さ
せ
脳
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
」。
体
育
と
関
係
な
い
よ
う
に

見
え
る
が
、「
体
育
は
運
動
能
力
の
向

上
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
知
力
や
精
神

力
な
ど
の
人
間
力
向
上
に
も
繋
が
る
」

と
小
井
教
頭
は
考
え
る
。

⑺
準
備
運
動
②

　

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
基
本
動
作

　

続
い
て
、
米よ

ね

津づ

玄け
ん

師し

に
よ
る
ヒ
ッ
ト

曲
「
パ
プ
リ
カ
」
に
合
わ
せ
、
生
徒
全

員
が
少
林
寺
拳
法
の
「
輪
抜
」「
外
受

蹴
」
の
動
作
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
武

道
の
「
怖
い
」「
痛
い
」
な
ど
の
ネ
ガ

テ
ィ
ヴ
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め

考
案
し
た
そ
う
だ
。
楽
し
み
な
が
ら
、

体
を
動
か
し
、
気
合
い
を
出
す
こ
と

で
、
活
力
の
溢あ

ふ

れ
る
授
業
を
展
開
で
き

る
。
曲
が
サ
ビ
に
入
る
と
生
徒
の
動
き

は
少
林
寺
拳
法
の
動
作
で
な
く
、「
パ

プ
リ
カ
」
の
振
り
付
け
と
な
っ
た
。
女

子
は
や
や
恥
か
し
そ
う
だ
が
、
男
子
は

楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い
る
。「
迷
い
ま

し
た
が
、
生
徒
が
楽
し
む
こ
と
が
一
番

と
考
え
て
サ
ビ
は
『
パ
プ
リ
カ
』
に
し

ま
し
た
」
と
小
井
教
頭
は
話
し
た
。

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
練
習
が
終
わ
る
と

生
徒
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い

た
。

⑻
座
禅
と
講
話

　

続
い
て
座
禅
が
行
わ
れ
た
。
生
徒
は

作
法
に
し
た
が
っ
て
着
座
。「
動
か
な

い
、
し
ゃ
べ
ら
な
い
、
息
は
ゆ
っ
く
り

大
き
く
吐
き
ま
し
ょ
う
。
顔
は
正
面
を

向
い
た
ま
ま
目
を
瞑つ

ぶ

る
」
と
小
井
教

頭
。
道
着
姿
の
小
井
教
頭
が
六
尺
棒
を

持
っ
て
生
徒
の
間
を
ゆ
っ
く
り
と
回
る

と
、
場
内
は
ピ
リ
ッ
と
し
た
空
気
に
一

変
。
武
道
特
有
の
緊
張
感
が
漂
っ
た
。

突
然
、
小
井
教
頭
が
六
尺
棒
を
床
に
打

「パプリカ」に合わせて楽しみながら行う動作の練習
「九九」を言いながら上段突きを行う
（デュアルタスクによる基本練習）

ち
つ
け
る
「
打だ

棒ぼ
う

」
を
行
う
と
、
バ

ン
と
乾
い
た
音
が
体
育
館
に
響
き
渡
っ

た
。
こ
の
打
棒
も
脳
の
活
性
化
に
繋
が

る
と
い
う
。

　

こ
の
あ
と
、「
君
は
生
き
の
び
る
こ

と
が
で
き
る
か
」
と
題
し
た
講
話
へ
と

移
っ
た
。

　

小
井
教
頭
は
講
話
で
、「
人
は
一
人

で
は
生
き
て
い
け
ず
、
み
ん
な
と
繋
が

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に

は
挨
拶
や
礼
な
ど
が
必
要
で
あ
る
」
と

語
り
か
け
た
。
さ
ら
に
、
力
と
愛
は
調

和
さ
れ
る
も
の
と
す
る
「
力り

き

愛あ
い

不ふ

二に

」

や
、
互
い
を
尊
重
す
る
大
切
さ
を
説
い

た
「
組く

み

手て

主し
ゅ

体た
い

」
な
ど
、
少
林
寺
拳
法

の
教
え
を
身
近
な
話
題
に
関
連
づ
け
て

説
明
し
た
。「
是
非
、
少
林
寺
拳
法
で

学
ん
だ
こ
と
を
実
生
活
で
生
か
し
て
ほ

し
い
」
と
最
後
に
結
ん
だ
。
講
話
は
、

４
回
の
授
業
で
、
必
ず
一
つ
は
入
れ
て

い
る
そ
う
だ
。

⑼
演
武
撮
影

　

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
演
武
者
３
名

と
撮
影
者
１
名
の
計
４
名
の
生
徒
で
構

成
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
演
武
を
撮
影
す

る
。
撮
影
担
当
の
生
徒
が
録
画
を
開
始

す
る
と
、
生
徒
は
真
剣
な
表
情
で
演
武

を
行
う
。
生
徒
た
ち
は
そ
の
動
画
を
視

聴
し
な
が
ら
話
し
合
い
、
ベ
ス
ト
の
演

武
を
撮
影
し
よ
う
と
そ
れ
ぞ
れ
に
励
ん

で
い
た
。
授
業
で
は
、
特
別
支
援
学
級

の
生
徒
が
通
常
学
級
の
生
徒
と
共
に
演

武
を
し
た
り
、
撮
影
を
し
た
り
と
グ
ル

ー
プ
内
の
役
割
を
こ
な
し
て
い
た
。

　

撮
影
後
は
生
徒
が
最
も
良
い
演
武
動

画
をclassroom

に
保
存
し
、
授
業
の

ま
と
め
・
自
己
評
価
シ
ー
ト
（
資
料
２
）

を
記
入
し
て
授
業
は
終
了
。
自
己
評
価

は
概
ね
「
よ
く
で
き
た
」
で
あ
っ
た
。

　

グ
ー
グ
ル
のclassroom

は
、
デ
ジ

タ
ル
通
信
機
器
を
介
し
て
教
師
が
課
題

や
資
料
の
管
理
、
生
徒
と
の
連
絡
を
容

易
に
行
え
る
学
校
授
業
の
支
援
シ
ス
テ

ム
。
金
浦
中
学
校
の
少
林
寺
拳
法
授
業

で
は
学
年
、
男
女
別
に
部
門
を
分
け
て

動
画
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
が
使
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

模
範
演
武
も
視
聴
で
き
、
各
自
で
撮
影

し
た
演
武
を
保
存
す
る
。
保
存
さ
れ
た

動
画
は
授
業
終
了
後
に
担
当
教
師
が
視

聴
し
評
価
を
行
う
。
こ
の
た
め
、
１
・

２
年
生
が
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
演
武
を

披
露
す
る
発
表
会
と
比
べ
、
大
幅
な
授

業
の
時
間
短
縮
に
繋
が
る
。
さ
ら
に
、

演
武
の
や
り
直
し
も
可
能
だ
。

「
少
林
寺
拳
法
が
専
門
で
な
い
保
健
体

育
科
の
教
員
が
、
動
き
が
速
い
演
武
を

生
で
見
て
評
価
す
る
の
は
大
変
難
し

い
。
動
画
な
ら
何
回
で
も
見
直
す
こ
と

が
で
き
、
ス
ロ
ー
再
生
も
可
能
な
の

で
、
評
価
方
法
と
し
て
も
優
れ
て
い
ま

す
。
生
徒
は
動
画
を
視
聴
し
な
が
ら
課

題
を
発
見
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

グ
ル
ー
プ
内
で
意
見
交
換
し
て
、
そ
れ

を
も
と
に
積
極
的
に
演
武
を
練
習
で
き

ま
す
」
と
そ
の
利
点
を
小
井
教
頭
は
解

説
し
た
。

　

し
か
し
、
や
り
直
し
が
可
能
な
演
武

撮
影
よ
り
も
、
一
発
勝
負
の
発
表
会
の

方
が
緊
張
感
が
あ
り
、
深
い
学
び
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
。
記
者
の
問
い

か
け
に
小
井
教
頭
は
少
し
考
え
な
が
ら

も
「
主
体
的
な
学
び
に
繋
げ
る
に
は
課

題
を
見
つ
け
た
ら
納
得
で
き
る
ま
で
や

り
直
せ
る
と
い
う
条
件
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
」
と
語
っ
た
。
限
ら
れ
た
時
間

内
で
少
林
寺
拳
法
の
何
を
伝
え
て
、
生

徒
た
ち
に
何
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
の

か
、
小
井
教
頭
が
模
索
し
な
が
ら
た
ど

り
着
い
た
授
業
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
た
。
最
終
的
に
は
主
体
的

な
学
び
な
の
で
あ
る
。

⑽
授
業
の
課
題

　

現
在
の
授
業
は
小
井
教
頭
が
中
心
と

演武を撮影し、主体的な学びに繋げる 緊張感漂う座禅
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な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
小
井
教
頭
の
転
勤
に
よ
っ
て
少
林

寺
拳
法
経
験
者
が
学
校
に
い
な
く
な
っ

た
り
、
ま
た
、
現
在
の
保
健
体
育
の
教

員
が
変
わ
っ
た
り
す
る
と
、
少
林
寺
拳

法
の
授
業
実
施
が
難
し
く
な
る
こ
と
な

ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

動
画
の
保
存
で
は
、
使
い
方
の
説
明

に
時
間
を
有
す
る
こ
と
や
、W

i-Fi

エ

リ
ア
が
体
育
館
の
隅
と
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
生
徒
が
保
存
に
手
間
取
っ
た
り

す
る
な
ど
、
体
育
以
外
の
部
分
に
時
間

を
取
ら
れ
て
し
ま
う
所
も
見
受
け
ら
れ

た
。
ま
た
、
評
価
を
動
画
で
行
う
た
め

教
員
に
は
授
業
時
間
外
で
の
作
業
が
増

え
負
担
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不

安
も
あ
る
。

　

演
武
撮
影
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
検
討
し
な
が
ら
最
適
解
を
模
索
す

る
必
要
性
が
あ
り
そ
う
だ
。

（11）
生
徒
の
感
想
と
教
員
の
所
感
。
継
続

実
施
の
可
能
性

　

生
徒
か
ら
は
、「
演
武
は
し
っ
か
り

行
え
ま
し
た
。
周
囲
で
ケ
ン
カ
が
あ
っ

て
も
、
少
林
寺
拳
法
で
止
め
る
こ
と
が

出
来
る
と
思
い
ま
す
」（
女
子
）、「
少

林
寺
拳
法
の
授
業
は
１
年
ぶ
り
だ
っ
た

の
で
忘
れ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
が
、

去
年
よ
り
は
上う

手ま

く
出
来
た
と
思
う
。

裸
足
で
気
合
も
入
っ
た
。
武
道
の
考
え

方
を
日
常
で
生
か
そ
う
と
思
う
」（
男

子
）
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

保
健
体
育
科
教
師
の
藤
井
教
諭
と
谷

川
教
諭
は
そ
れ
ぞ
れ
に
少
林
寺
拳
法
授

業
の
所
感
を
述
べ
て
く
れ
た
。

（
藤
井
教
諭
）「
人
を
傷
つ
け
な
い
と

い
う
教
え
が
い
い
。
相
手
を
尊
重
す
る

こ
と
は
武
道
共
通
の
こ
と
で
す
が
、
少

林
寺
拳
法
は
そ
の
教
え
に
高
い
道
徳
的

価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

（
谷
川
教
諭
）「
少
林
寺
拳
法
は
道
具

を
使
わ
な
い
の
で
時
間
短
縮
に
繋
が
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
講
話
の
時
間
も
取

れ
ま
す
」

　

来
年
度
の
金
浦
中
学
校
の
少
林
寺
拳

法
授
業
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
が
、
人

事
異
動
な
ど
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
と
の
こ
と

だ
。
し
か
し
、
本
年
度
に
つ
い
て
も
谷

川
教
諭
が
あ
る
程
度
授
業
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
小
井
教
頭
が
転
勤
と
な
っ
た

場
合
で
も
、
馬
場
氏
の
サ
ポ
ー
ト
の
も

と
谷
川
教
諭
が
実
施
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
。

　

金
浦
中
学
校
で
は
、
生
徒
の
自
己
評

価
を
踏
ま
え
て
、
来
年
度
以
降
も
是
非

少
林
寺
拳
法
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

◇

　

２
年
生
の
授
業
の
取
材
後
に
、
１
年

生
の
授
業
を
見
学
し
た
が
、
２
年
生
と

全
く
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由

に
つ
い
て
小
井
教
頭
は
「
生
徒
た
ち
は

１
年
経
つ
と
少
林
寺
拳
法
の
技
の
動
作

を
完
全
に
は
覚
え
て
い
な
い
。
２
年
目

に
発
展
し
た
内
容
を
指
導
す
る
の
は
難

し
い
」
と
説
明
し
た
。
年
ご
と
に
内
容

を
変
え
る
た
め
、
基
本
動
作
以
外
は

生
徒
に
重
複
し
た
内
容
を
指
導
す
る
こ

と
は
な
い
が
、
忘
れ
る
こ
と
を
考
慮
し

て
、
１
年
後
に
発
展
的
な
内
容
は
一
切

持
ち
込
ま
な
い
。
理
想
を
追
い
求
め
ず

に
、
生
徒
主
体
の
現
実
的
な
授
業
を
貫

い
て
い
る
。

　

取
材
の
最
後
、
小
井
教
頭
は
「
少
林

寺
拳
法
を
中
学
校
の
授
業
で
行
う
こ
と

は
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
考
え
、

主
体
的
な
判
断
の
も
と
に
行
動
し
、
生

徒
の
道
徳
的
な
判
断
力
と
心
情
、
実
践

意
欲
と
態
度
を
養
う
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
生
徒
の
深
い
学
び

を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
語
っ
た
。

（
文
＝
長
澤
克
成
、
写
真
＝
石
井
政
利
）

動画を視聴しながら話し合いを行う 演武撮影はグループごとに実施

資料２　自己評価シート

金浦中学校 Ｒ１ 保健体育 少林寺拳法

自己評価シート ２日目（３・４時間目）

年 組 番 氏名

Ａ・・よくできた Ｂ・・できた Ｃ・・もう少し

１ 自分や仲間の安全に注意して練習することができたか。 Ａ Ｂ Ｃ

２ 心をこめて合掌礼ができたか。 Ａ Ｂ Ｃ

３ 礼儀正しく話を聞いたり練習をしたりすることができたか。 Ａ Ｂ Ｃ

４ 「大切なものを守るために」を理解できたか。 Ａ Ｂ Ｃ

５ 結手立、合掌礼、座り方（着座、安座）、立ち方ができたか。 Ａ Ｂ Ｃ

６ 外受蹴のポイントのとおり動くことができたか。 Ａ Ｂ Ｃ

７ 輪抜のポイントのとおり動くことができたか。 Ａ Ｂ Ｃ

自分でやろう！授業のまとめ！

・今日の授業で学習した講話「大切なものを守るために」の内容をまとめて書く。

・技ののポイントを書く。

外受蹴のポイント ４つ

１

２

３

４

輪抜のポイント ４つ

１

２

３

４

・がんばったこと、感想などを書く。


